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Q1：「Ex02.zip内にあるaffine.hの３つの関数:Scaling(), Shearing(), Rotation()を完成させてppm画像を拡大・縮小、シェア変換、回転するプログラムを作成し提出せよ. 実行結果も載せる事(Lec06.pdfの演習)」.

· 提出(レポートに載せる)アフィン変換：
1. 横1.5倍・縦0.6倍の拡大縮小.

2. 横方向1.5/・縦0.0のシェア変換.

3. ６５度の回転.
（30点）
ソースファイル名：

コンパイル方法：

実行方法:
実行結果:
Q2：「pgm画像を大津の方法を用いて二値化するプログラムを作成し提出せよ、実行結果も載せる事(Lec07.pdfの演習7)」

· Ex03.zip内のOtsuBin.cxxを完成させて提出. Ex04.zipのotsu.hを使ってはダメ.
（40点）
ソースファイル名：

コンパイル方法：

実行方法:
実行結果:
Q3：「Ex04.zip内のラべリングと細線化の実行結果を載せて考察を述べよ(Lec08.pdfの演習8)」

· ヒント：LabelingRemoveSmall.cxxの第三引数(閾値)を変えてその変化を考察や異なる種類の入力画像に対してThinning.cxxを実行しその違いを考察など…(他の考察でもよい)
（30点）
実行結果:

考察:
Extra：「最近傍法、線形補間法、３次補間法それぞれで入力ppm画像を５度づつ７２回(合計で360度)回転するプログラムを作成し、計算結果の画像を載せ比較・考察を述べよ. ただし５度づつの回転では毎回補間計算を行う事(画像にセーブする必要はない). また、最終的な出力画像の大きさ(縦×横のサイズ)は入力画像と同じになる様にする事」

· ヒント：Ex02.zip内のRotation.cxxを改造. 補間法はinterpolation.hに実装済み.
（100点）

ソースファイル名：

コンパイル方法：

実行方法:
実行結果:

考察:
